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全員協議会資料 

 

（令和 8年 7月 31日） 

 

 

 

 

（協議案件） 

① 新しい防災気象情報について 

 

 

 

 

 

総務課情報防災グループ 
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１ 経緯 

  気象庁では、「防災気象情報と警戒レベルとの関係が分かりづらい」という課題認識か 

ら、「防災気象情報に関する検討会」において２年半をかけて検討を実施、その最終とり 

まとめ（令和６年６月）に沿って、令和８年５月 29日に新たな防災気象情報の運用を開 

始した。 

 主な改善の概要は以下のとおり。 

（１） 警報と注意報の情報名に「レベル」を付記 

（２） 「警戒レベル４」は「危険警報」として発表 

（３） 河川氾濫の危険度の伝え方の変更 

 

２ 改善内容について 

（１）警戒レベルと避難行動 

〇警戒レベルとは、住民の方が災害時にとるべき行動が直感的に分かるよう、避難情 

報等を５段階に整理したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「警戒レベル 4」で危険な場所から全員避難︕5段階の「警戒レベル」を確認しましょう| 政府広報オンラインより 
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   〇実際に避難指示を発表する自治体や、避難する住民に対して、対象災害と警戒レベ 

ルが分かりやすく伝わるように名称などを整理 

    

  〇新しい防災気象情報の情報体系とその名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

  ＜令和８年５月 28日以前＞ 
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   〇警戒レベル相当情報以外の特別警報・警報・注意報について 

   ・警戒レベル相当情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）以外の特別警報・警報・ 

注意報は、これまでと変更なし。 

   ・これら情報について、気象庁ホームページ等では、特別警報は黒、警報は赤を用い 

るが、警戒レベルには相当しないことに留意。 

    ＜警戒レベル相当情報以外の特別警報・警報・注意報＞ 

    

    

 

 

 

 

 

 

   ※これらの特別警報や警報は、レベル５（緊急安全確保）やレベル３（高齢者等避 

難）には相当しないことに留意。 

   

（２）河川氾濫等に関する情報の主な変更点 

   〇河川氾濫等に関する情報は、洪水予報河川のみを対象とした河川ごとの情報とし、 

これを一般向けの警報扱いとする。これまでの気象台による市町村ごとの洪水警 

報・注意報の発表は行わない。 

   〇浸水害を対象とした大雨特別警報・警報・注意報は、大雨に関する情報として警 

戒レベル毎に整理し、警戒レベル相当情報として位置づけ。洪水予報河川以外の 

河川についても大雨に関する情報の中で一緒に扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 厚真町での運用について 

  地域防災計画の改訂については、国・北海道の計画改訂後となる令和９年度以降に予 

 定する。現時点は、新しい防災気象情報を準用して運用していくものとする。 


